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英語の代用表現dosoの統語的 ･意味的特徴

主演 祐二

1 はじめに

英語の代用表現dosolは､一般に､｢統語的にⅤまたはVPとして構成素を成

す要素を代用する｣という特徴を持つことが知られている｡

(1)a.De止apromisedtowritetoJoe,soBhe'11虫遡 a8SoonaSPOSSible.

b.Peoplewhodeceiveusoncearecapableofdoing｣soagain.

doGng)soは､(1a)では動詞句WritetoJoeの､(1b)ではdeceivingusの代用とし

て機能している｡

従来､do80による代用の成否については､主に生成統語論の枠組みで､VPの

内部構造の分析に基づいた説明が試みられてきた｡しかし､実際にdo.soが用い

られている様々な文を観察してみると､従来の分析では十分に説明できない事例

が多くあることが分かった｡例えば(2)では､do80による代用を受ける先行詞が

VPとして構成素を成していない｡

(2)a.Sincecenphonenum bersCOuldbeaddedtothehat,I塾む坦atthattine.

ldidso=addedcellphonenum b-ers]

b.ThedotheSdon'tdryonrainydays,butmymotherdoes80insidewitha

heater.ldoe880=driestheclothes]

本稿ではこのような現象を取り上げ､英語の代用表現do80の統語的 ･意味的特

徴について考察する｡

2 先行研究

2.1 do80の統語的性質

ここでは､生成統語論でのdoso代用の理論的説明について概観する｡これま

での研究では､dosoは動詞句の構造を判別するテストとして用いられており､

do80で代用可能な要素はVPの内部にあると判断される.例えばPoole(2002)

は､｢dosoはⅤまたはVPを代用する｣と仮定し､(3)と(5)のVPの構造をそれぞ

れ(4)､(6)であると考える.
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(3)a.JoedllbuyabookonThesda5G,andSamw山do800nFriday.

Ooole2002:41)

b.*Joew皿buyabookonTheSday,an dSamW皿doBOanewspaper.任bid.)

(4) / VP､､､

て∠星 △

/ V -㌔

buy abook onFriday

(5)'Ma町PutabookonthetableandBindidsoonthechair.(Ibid･･42)

'6' - N,T /ー -V PP

l∠ゝ ∠:ゝ
Putabook onthetable

(3)から､do80はV'(buyabook)を代用することはできるが､Ⅴ(buy)のみを代用

することはできないことが分かるOまた､(4)からは､たとえVNP(putabook)

であっても､それらが全体で一つの構成素を成していなければ､do80で代用す

ることができないことが分かる(したがって､VP全体(putabookonthetable)

を置き換えるMaryputabookonthetableandBin鮎 .は非文でない).

もう一つの統語･的特徴は､｢血soは文中に必ず顕在的な先行詞を持たなければ

ならない｣ということである｡この点について､血80■とdoitは異なる振る舞い

を示すム

(7)a.BIankamerattemptstOStuffa91inchbanthrough 6･inchh90P]

Sag:It'snotclear thatyou'llbeabletoagit.任Iah erandSag1976:

392)

b.BIankaneragainattemp血 gtopass12"ballthrough 6''hoop]

Sag:#Idon'tthinkyoucan･虫 垂.任bid:418)

HankamerandSag(1976)によると､血itが語用論的に周囲の状況から指示対象

を決定することができるのに対し､血 80は周囲の状況から指示対象を決定する

ことができない｡Hankam erandSagは､doitのように語用論的に指示対象を

決定できる照応形を深層照応(deepanaphor)､血80のように統語的に顕在的な要

素を指示対象とする照応形を表層照応(S血 ceaDaPhor)として区別している｡
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2.2 do80の意味的性質

do80の意味的な性質として､｢状態を示す動詞はdo80で代用することができ

ない｣ ということが知られている｡

(8)a.☆Ie叩eCtedhimtoknowtheanSWer,andhedidso.

QIankamerandSag1976:417)

b.*Iexpectedthenum berto.divideevenlyby17,anditdidso.任bid.)

dosoで代用できない動詞には､連結詞のbe,seem,appear,feel,hear,want,

th血k,孤 ,have,inheritなどがある (安井 ･中村 1984)0dosoが状態動詞を代

用することができない理由については､安井 ･中村(1984)によると､｢dosoの構

成要素の一つであるdoが代理動詞としてもっている性質がdosoに引き継がれて

いる｣(pp.166-167)からであると考えられている2｡例えばWh atareyoudoing?

という問いに対しては､どんな動作動詞を用いても答えられるが､状態動詞を用

いてⅠknowthatanswer.と答えることはできないため､doはすべての動作動詞

を代理する性質をもつと考えることができる (C£江川 1998)0

3 do80による代用の実例

この節では､dosoによる代用の実例を見ながら､その用法を観察する｡以下

で提示する実例は筆者による作例の他､英字新聞の記事やウェブサイ トから抜き

出したものであるが､いずれもインフォーマント3によるチェックを受けたもの

である｡

3.1 受動態

以下の例(9)～(10)では､主語名詞句と過去分詞がdosoで代用されている (代

用を受けている要素をイタリック体で表示)0

(9)Ftdher,SinceanpboBeBZZZZ2berscouldbeaddedtothehst,Ⅰ幽 atthat

tine.ldidso=addedcellphonenumbers]

(ittD://www.丑C.官OV/08/comments/tsrcanabandon/OL･108563.htm)

(10)OnlyI,Ⅹ,C,andMc年nbempeatedVLaBdDcannotbe,andthereisno

needto虫_壁.ldoso可epeatV,L,andD]

(httD:/Jwww.math.nmsu.edu/1 mOrandi/CotwseMateriakAmanNumeralS.html)

(10)では､V,L,and･Dcannotbeの後にrepeatedが省略されているが､その

repeatx!dと主語名詞句のV,L,andDがdo80により代用されている｡



No.ll(BOOB) 59

3.2 非対格構文

非対格動詞(unaccusatiwverb)とは､本来他動詞の目的語であるべき要素が､

自動詞の主語となって生じることのできる動詞のことである(cf.BtげZio1986)｡

(ll)を例にとると､Theclothesdon'tdryの主語であるtheclothe8は､dryを他

動詞で用いた場合､drytheclothesのようにその目的語として現れることができ

る｡

(ll)乃edotbesdon'tLbyonrainydays,butmymother垣 些insidewitha

heater.ldoesso-血iesclothed

(12)a,坤eI.em血 軸 皿OWmelh?dquickly;theSun 昼 型inonlyan hour.

ldidso=meltedtheremainingsnow]

b.乃eLlemmi g.gBOWmeltedquickly;myhther幽 withabighe,ater.

ldidso=皿eltedtheremainingsnow]

(12)のdidBOについて､(a)はその主語(thesun)が無生物であるが､(b)はそうでは

ない｡主語の有生性にかかわらず､どちらの例においてもdidsoによる代用が可

能である｡

3.3 動名詞構文

(13)はneed+動名詞､(14)はbe動詞+wo血 +動名詞の例である｡

(13)Joeを血 needed血氾吻 soDeb khdly幽 forhim.

ldid803jronedJoe'STLshirts]

(14)Allinananda8aCOndusion,Ithinktbig血 iBWOrthwa物 andI

recommendyouto虫.担ifyoubeheveyoucan stomachtheviolentparts

inorderto eveや allyunderstandthemessagebeneath them･ldo
80=WatChthiBfid OlttD:/h .ana2Km.con/reviewJROHIGSI8MOCXの

3.4 名詞句

dosoの代用を受ける要素はふつう先行する動詞句であるが､次例(15)では名詞

句が表す行為そのものが代用を受けている｡

.(15)pzLZZCtZd andmg7LLw aiiwdaBαatah58eSise叩eCtedexceptwhena

8tudentiSPreVentedfrondoingsobyilhes8,deathin the軸 .ora

sin山 ar emergency.ldoingso=attendingclaSSeSPunC如anyandre印ladyl

OlttDS:伽wwmesdah.edu/academicaladviSinどlm dbwk/academicDOhdedattendanoe.I)diI
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3.5 状態動詞

血soには ｢状態動詞を代用することができない｣という制約があることを2.

2節で見たCしかし次例(16)では､状態動詞 knowを含む動詞句が先行要素であ

るにもかかわらず､(b)ではknowtheanswerbynextMondayの代用が可能にな

っている｡

(16)a.*Joe血ows地eseuetbutDeliadoesn't昼型.

b.JoetoldDeliato血owtheaDS暇 ･bLVBedMazzday,soshewi11虫_壁.

以上､この節ではdo80による代用を受ける先行要素が①受動文②非対格構文

③動名詞の構文④名詞句⑤状態動詞を含む動詞句である例について､doBOによ

る代用の実例を観察した｡

4 分析と考察

この節では､前節で示したdo80の実例について､統語的 ･意味的な観点から

分析し､dosoによる代用が可能となる条件について考察する｡

4.1 基底構造でのdo80代用

2.1節で見たように､生成統語論ではdo80は表層照応の一つで､先行する

ⅤまたはVPを代用すると考えられている｡しかし､3節で示した例を見ると､

dosoは表層構造に現れる統語的構成素の単位で先行要素を代用しているとは言

い難い｡3.1節で挙げた例をもう一度見てみよう｡

(17)OnlyI,Ⅹ,C,BLndMcanberepeated,'V;L,andDcannOtbe,andthereisno

needto虫_壁.(=(10))

do80はrepeatVL,andDを代用しているが､このrepeatVL,andDは顕在的

な構成素として表層構造に現れていない｡ここで､(17)の後半部分についてその

派生を考えてみると､次のようになる｡

(18)a. cannotbelvprepeat-enVL,andD] (基底構造)

b.VL,andDiCannotbelw芸等 ea+Giti] (表層構造)

受動形態素であるIinにより､repeatはV,L,andD-の格付与ができなくなる

ため､名詞句移動により表層構造で V L and.D は主語位置に移動する(cf.

Chonsky1981)Oまた､repeatedは前に同一の形式があるため動詞句削除を受け
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る｡このよう･に受動文の派生を見てみると､dosoによる代用は表層構造ではな

く基底構造で行われるという予測が立っ ｡

3.2節で挙げた非対格構文の場合はどうだろうか｡(19)は非対格動詞 melt

を含み､didsoはmeltedtheremainingsnowを代用しているo

(19)Theremai血 gsnowmeltedquickly;theSun 塾 _堕 inonlyan hour.

巨(12a))＼ー.

Burzio(1986)によると､非対格動詞は主語を欠く- lvpvNP]という基底構造

を持つ｡これは非対格動詞の外項を欠く項構造[¢,<也eme>]と対応している｡

以上のことから､(19)の前半部分は､次のように派生されると考えられる｡

(20)a.hp bpastlwlv･melttheremainingSnOW]quicklyl (基底構造)

b.hpTheremainingSnOWi[ervplvmeltedti]quickly] (表層構造)

英語ではIPの指定部を空にしておくことができないので､表層構造でⅤ内の血e

remaimi gsno血が主語位置に移動する｡do80による代用は､名詞句移動後の表

層構造でなく､基底構造で行われることが分かる｡

ここまで､do80による代用は表層構造でなく基底構造において成り立っとい

うことを見てきたが､これは3.3節の動名詞構文の例についても同様に当ては

まる｡

C21)...IthinkthiSfilm isworthwatching,andlrecoⅡ皿endyouto虫

Bg".(=(14))

｢ジーニアス英和辞典｣(第4版)でーWOrthを引くと､｢ThemountainiBWOrth

血mbing.の場合､主語thenountainは動詞 clinbingの目的語にもなり､Itis

worthclimbingtheniountain.とすることができる｣(p.2223)という趣旨の語法

の解説がある｡この説明に基づいて考えると■､(21)の前半部分は次のようにして

派生される｡

(22)a. ishpworthlwwatchingthis出血】 (基底構造)

b.ThiBfi1miShpworthlvpwatchingも】】 (表層構造)

(22a)の空所に虚辞のitが挿入されると､ItiSWOrthwatchingthiS瑚皿.が派生さ

れるが､ここでは(22b)のように名詞句移動が起こっている｡doBOは基底構造の

VPを先行要素とし､それを代用することが分かるo
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4.2 名詞句の意味解釈とdoso代用

血 soは基本的には動画句を代用するが､3.4節では､代用を受ける動詞句

が顕在的に現れておらず､その代わり笹先行する名詞句の意由韓釈に基づいて代

用が行われていると考えられる例を観察した｡次の例では､doingsoはattending

classespunctuanyandre即larlyの言い換えであると考えられる｡

(23)Punctualandre即larattendanceatclaSSeSise叩eCtedexceptwhena

Studentispreventedfrom49iggSObyiheSS,deathintheBandy,oras血

emergency.(=(15))

英語の名詞化hominahation)について､Dixon(2005)は動詞由来名詞類

(deverbalnominaDはその元になる動詞の項 (主語 ･目的語)を標示することが

でき､主述関係のある節と並行的な解釈をもつと指摘している｡

(24)a.Thequeensbwlyenteredthecathedral.

b.lThequeen'S血owentranceintothecよthedral]waswonderfultobehold.

0)ixon2005:333)

(24a)の ｢様態の副詞+動詞｣d.owlyenteredは仏)では ｢形容詞+名詞｣Slow

entrance,主語thequeenは所有形thequeen'S,目的語 (着点)thecathedral

は ｢前置詞+名詞｣intothecathedralとその形態を変化させているが､元の動詞

enterの項構造は entranceでも保たれている｡(23)についても同様に考えると､

次のようになる｡

(25)a.Thestudent日延垣些旦dasSeSPunCtuanyand.regulady.

b.(thestudents')punctualandregularattendanceatdasses

4.1節での分析 ･考察を踏まえて､表層構造に現れるC25b)はその基底部となる

(25i)から派生したものであるとすると､dosoは動詞由来名詞類の基底レベルで

動詞句を代用すると考えられ､dosoによる代用の仕組みを受動文や非対格構文

と同様に捉えることができる｡

4.3 述語のアスペクトとdoS0代用

do80には ｢状態動詞を代用することができない｣という制約があるが､3.

5節で見た例では､状態動詞knowを含むknowtheanswerbynextMondayを

doBOで代用することが可能であったD
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(26)a.*JoeknowstheSecretbutDeliadoeSn't由_壁.

b･JoetoldDen.atoknowtheanswerbynextMonday,Soshew山虫

垂.(=(16))

動詞のアスペクトについて､状態とそれ以外のアスペクトを区別するために､命

令文でその動詞が使えるか試すことができる｡次例で示すように､一般的には状

態動詞C27a)は命令文で用いることができないが､動作動詞(b)や完成動詞(C)は用

いることができる｡

(27)a.*Knowtheanswer.

b.Run.

C.Buildahouse.恥 thstein2004:15)

このような基準である程度動詞のアスペクトを判断することができるが､アスペ

クトはそれぞれの動詞に固有なものであるというわけではない｡アスペグトは動

詞と共起する要素によって変化することがある｡この点について Ro血Stein

(2004)は以下の例を挙げて説明している｡

(28)Jolm wascuriousto丘ndoutwherehisgrand血therbadbeenbom,and

withthehelpoftherecordofBceheknewtheanSWerinafewhours.任bid:

16)

Rothsteinは､knewtheanswerがinafewhourSと共起することで､｢知らない｣

状態から数時間で_｢知って.いる｣状態に変化する(changefrom aStateOfnot

know血gtoastateofknowindという ｢状態変化｣を表し､達成動詞の性質4を

持っようになると述べている｡次の例は命令文の例であるが､期限を示す by句

により述語のアスペクトが状態から達成-変化したことで､know が命令文で使

えるようになったと考えられる｡

(29)取achertostudent:̀Ⅸnowtheanswerbytomorrow,ortherewiLbebig

trouble."Obid:17)

従ってC26b)についても､動詞句knowtheanswerbynextMondayは状態でなく

達成のアスペクトを持っと解釈さ.れるため､dosoによる代用が可能となると考

えることができる｡
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以上本稿では､英語の代用表現dosoの統語的 ･意味的特徴について､様々な

実例の観察を通して考察してきた｡最後に本稿の主張をまとめると､次のように

なる｡

① dosoは､表層構造ではなく̀､統語規則が適用される前の基底構造で動詞句

を代用する｡

② 先行詞が動詞由来名詞類の場合､血 80はその名詞類と並行的な解釈をもつ

節に含まれる動詞句を代用する｡

③ 先行詞が状態動詞であっても､それと共起する要素によりアスペクトが状態

以外に変化すると､dosoによる代用が可能となる｡

注

1 本稿ではdo80にのみ焦点を当て､琴似表現のdoitや血也atとの比較は行

わない.

2 ｢状態動詞はdosoによる代用を受けない｣という制約は絶対的なものでは

ない｡安井 ･中村は､状態動詞であっても ｢適切な対比要素を伴って適切な

位置に置かれるならば､dosoによる照応が可能｣(p.167)になると述べてい

る｡

(i)whilehemayappearinblligenttothenatfirst,hewi11由_些Only

unti1heopenshismouth.任bid)

3 インフォーマントは､筆者の勤務先の AIJに依頼した｡アメリカ合衆国カ

リフォルニア州出身の英語母語話者で､20代の女性である｡

4 達成動詞には行為の終点があるが (境界的 :telic)､継続性がないO例えば

reachaSmi tは頂上に到達した時点でその行為が終了するが､頂上に ｢到

達し続ける｣ことはできないので､継続性を欠くoforan hourを加えた次の

例からもこの性質は明らかである｡

(立)a.Joebatabridgeforan hour.

b.*Joereachedasummitforanhour.

(完成動詞)

(達成動詞)
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